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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、学習方略の自発的利用の促進にいたるメカニズムを解明すると同時に、そ
の研究成果を踏まえた教育実践を開発することであった。本研究では、(1)学習方略の利用促進にいたるメカニズムの
解明、(2)学習方略の利用促進にいたるプロセスにおける学習者の認知とコミュニケーションの果たす役割の検討、(3)
学習方略利用における国際比較の視点の導入、(4)実際の学校現場で利用可能な自発的な学習方略の利用を促す教育実
践の開発の４つに取り組んだ。最終的には、査読つき学術雑誌論文１６本を含む６３件もの研究業績をあげた。また、
国際学会からの学会賞なども受賞し、十分に目的を達成したと考えている。

研究成果の概要（英文）：The overall aim of this project was to better understand and promote students’ 
spontaneous use of effective learning strategies. To achieve this aim, the project had four main 
objectives. During the four years of the project, we have been able to achieve all of these objectives. 
Hence, we have been able to (1) elucidate key mechanisms that underlie student learning strategy use, (2) 
clarify how students’ perceptions and communication can play a crucial role in determining the learning 
strategies they use, (3) learn from intercultural observations and comparisons of different methods for 
the promotion of student learning strategy use, and (4) propose and evaluate concrete teaching methods 
for the promotion of learning strategy use in real educational contexts. In total we have produced 63 
outputs including 16 peer-reviewed journal papers. We also received an international award for one of the 
research papers we published.
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１．研究開始当初の背景 

 近年、学力が低下しているとの批判が多くなされ、

どのような基礎的な学力を育成するのかということ

が大きな焦点となっている(e.g., 金子,2006)。学校

現場では中教審答申などを受け、「学び方(学習方

法)」についても指導する必要性が叫ばれている。平

成１０年からは、学習指導要領においても、学習法

指導を行う必要性が明記されている（小学校要領総

則、ｐ７２；中学校要領総則、ｐ７３）。学習法指

導は学校現場においても、目指すべき重要な課題と

なっている。しかし、どのような内容を指導していく

のかについては明らかにされておらず、指導が不十

分という状況が続いている(e.g., 市川, 2004)。一方、

国内外の教育心理学では、ここ十数年の間に、「自

己調整学習(self-regulated learning)」というテー

マのもと、学習方略・学習目標・自己評価などに関

する研究が盛 ん に 行 わ れ て き て い る (e.g., 辰

野,1997; Zinmmerman & Schunk, 2001)。こう

した状況の中で、心理学を踏まえて指導すべき学び

方を明らかにし、具体的な指導法を提案することは

重要な課題である。 

 心理学の領域では、認知心理学における学習方略

研究を中心として、効果的な学習方法が様々な領域

で実証されているものの、これらの研究知見が学校

現場で利用されていないという問題点がある。こう

した問題が生じる背景には、従来の心理学研究では

「学習者の自発性をいかにして育てるのか」という

点に焦点を当ててこなかったことが挙げられる。 効

果的な学習スキルとは、「教師から使いなさい、と言

われたから使う」というだけでは不十分である。 教

師から明示的に伝えられない場面、すなわちテスト

場面や家庭学習での学習などにおいて、自発的に利

用してこそ、より大きな効果を持つと考えられる。

しかし、従来の学習方略研究では、「成績が良い子ど

もは,学習方略を積極的に利用している」ということ

を明らかにした調査研究や、「学習方略を利用 する

ように促すと成績が上がる」ということを示す実験

研究が中心であり、「どのように指導すれば、学習方

略を自発的に利用する子どもが育つのか」は十分に

明らかにできていないという問題がある。 

 

２．研究の目的 

 上述したように、「効果的な学習方略を自発的に

使いこなせる学習者をいかにして育てるのか」 に焦

点をあてて検討することは重要であると考えられる。

しかし、従来の研究では、こうした「自発性をいかに

育てるか」という観点からの研究は必ずしも十分で

はなかった。なぜならば、家庭学習やテスト場面に

おいて「自発的に学習方略を利用しているか」を検

討することは、「学習方略 を使うように教示して問

題解決を行わせ、その効果を検討する」ことよりも

測定が難しく、また 効果も得にくいからである。一

方、申請者らのグループでは、基礎学力・学習力

診断テスト COMPASS の開発(市川・杉澤・瀬

尾・犬塚・植阪・小林、2009)をはじめとして､学

習方略を自発的に利用しているかどうかを測定

する枠組みなどを開発してきている。また､図表

活用方略という外的リソース方略の1つについて

は、自発的利用促進メカニズムについてある程度

すでに検討している。ここでは、学習者同士のコ

ミュニケーションや、方略に関する心的表象(e.g., 

Uesaka, Manalo & Ichikawa, 2007; Uesaka 

& Manalo, 2006, 2007, 2008)などが重要な

役割を果たしている可能性が示唆されている。 

そこで本研究では、本プロジェクトのメンバー

がこれまでに検討を行ってきた図表活用方略の

自発的利用促進メカニズムの一層の解明を行う

のみならず、様々な学習方略を取り上げ、これら

に共通して適用できるような自発的な方略利用

促進メカニズムを提案する。さらに、これらのメ

カニズムを踏まえた指導法の開発も併せて行い、

学校教育の現場で実践する。指導法の開発にあた

って、他の文化圏における指導法やカリキュラム

についても参考となる。そこで、異文化における

カリキュラムの比較や、コミュニケーションの設

定の仕方の比較など、文化差についても積極的に

検討する。全体としては 4 年間で、以下に示す

ような４つの目的を達成する。 

 

目的１) 複数の学習方略にまで研究対象に拡張

し 、一般的な「方略の自発的利用促進メカニズ

ム」を解明する。 

目的2) その際、これまでの研究成果を踏まえ、

学習者の認知とコミュニケーションの役割に着

目する。 

目的3) 学習方略の文化差についても検討し、方

略指導開発への示唆を得る。 

目的4)学習方略の自発的利用を促す具体的な指

導法を開発し、学校現場において実践する。 

 

３．研究の方法 

 方法論としては、調査・実験・実践を組み合わ

せる。学習方略使用促進メカニズムの解明は１、

２年目を中心に、国際比較は２、３年目を中心に、

学校現場との協同を含む実践的な研究は３、４年

目を中心に行うこととした。 

 

４．研究成果 

４つの目的にそって、研究成果を説明する。 

目的１）一般的な「方略の自発的利用促進メカニ

ズム」の解明について： 

本プロジェクトでは、複数の学習方略を対象に

学習方略の自発的な利用につながる要因の解明

に取り組んだ (例、Manalo &Uesaka、2012、



2014；Uesaka & Manalo, 2014; 業績 5, 6,12)。

これらの研究では、学習方略自体が必要とする認知

資源（図表活用方略で言えば、抽象的な図が必要か、

状況を描いた素朴図で十分か／自己の認知状態の分

析を含む教訓帰納と、学習教材の関連づけだけを考

えれば良い精緻化方略の違いなど）、学習者本人の方

略への熟達度、課題特徴などが、方略の自発的な利

用可能性を制約することを明らかにした。さらに、

学習方略の自発的な利用に結びつくためには、学習

者自身がその学習方略が有効であることを認識し、

活用しようとする態度を持っていることが必要であ

ることも示した。Manalo &Uesaka（2014；業績

5）が行った研究は、2014 年にメルボルンで行わ

れた国際学会 The 8th International Conference 

on the Theory and Application of Diagramsに

て最優秀論文賞を受賞している。国際的にも一連の

研究成果は高く評価されていると言えよう。 

 

目的2)学習方略の自発的利用における学習者の認知

とコミュニケーションの役割への着目について： 

本プロジェクトでは、コミュニケーションの役割

を重視し、その促進メカニズムの解明につとめた。

基礎研究としては、例えば、Uesaka & Manalo 

(2011, 2014; 業績 6, 36)などがあげられる。学習

方略は最終的に学習者本人が利用するものであるが、

協同的な問題解決場面を設定し、学習者同士のコミ

ュニケーションの中で学習方略を活用することによ

って、その方略の必要性が実感されることをこの研

究において明らかにした。またこうしたプロセスに

は、相手からの言語的・非言語的フィードバックが

重要であることも明らかにした。ただし、協同的な

学習場面を設定するだけでは、一時的に方略使用は

向上するものの、その先の自発的な利用にはつなが

らなかった。このことから、より一般化された方略

知識へ結びつけるためには、方略の効用に関する明

示的な教示を組み合わせる必要があることが示唆さ

れた。 

さらに、より実践的な文脈のなかでの検討も行っ

た。例えば、深谷・植阪・田中・篠ヶ谷・ 西尾・市

川（印刷中；業績 1）は、他者に教えるつもりで説

明するという学習方略に着目し、この利用を促進す

る実践を、学校現場において行った。この実践では、

生徒同士が教えあうという活動を取り入れ、教えあ

いの適切な進め方を教えるとともに、生徒に実際に

教えあいを体験してもらった。２年間にわたる実践

から、教えあいの経験が最終的には学習者自身の方

略として内化されることが示された。 

 

目的３）国際的な視点も取り入れた学習方略指導開

発について： 

 本プロジェクト４年間の間に、メンバーは積極的

に海外の学校を訪問したり、国際的なレベルの研究

者と積極的に研究交流を行った。学校訪問として

訪れた先としては、Shanghai, 、Singapore 、

Hong Kong、 Finland などが挙げられる。また、

研 究 交 流 を 行 っ た 大 学 と し て は 、 The 

University of Washington（US）、Rutgers 

University（US）、The University of Plymouth 

（US）、Brighton University（UK）、The 

University of Helsinki （ Finland ）、 The 

University of Jyvaskyla （Finland）、The 

University of Hong Kong 、 Hong Kong 

Institute of Education 、 The National 

Institute of Education in Singapore、The 

University of Auckland （New Zealand）、

The University of Melbourne（Australia）、

The University of Queensland （Australia）

などが挙げられる。こうした訪問を通じて、国際

比較の視点を含む研究が複数生まれている(例、

Henning & Manalo, 2015; Manalo, Uesaka, 

Pérez-Kriz, Kato, & Fukaya, 2013：業績8、

42)。しかし、最も特筆すべき成果として挙げら

れるのは、現在Routledge から 2015年もしく

は 2016 年に出版が計画されている国際的な書

籍であろう。この書籍は本プロジェクトのテーマ

である、自発的な方略の使用に焦点をあてている。

２０章のうち、１０章は本プロジェクトのメンバ

ーが本科研の一貫として行った研究である。残り

の１０章は、学習方略の利用に関する国際的な研

究者である。われわれ日本の研究者がもつ特有の

発想と、この領域のエキスパートの研究の両方を

概観することができ、国際比較の視点からも興味

深い。ロンドンとニューヨークで出版されること

が予定されており、本プロジェクトの研究成果が

国際的にも広く発信されることにもつながる。 

 

目的4)学習方略の自発的利用を促す具体的な指

導法の開発と学校現場における実践ついて： 

 本プロジェクトのメンバーは、日常的に学校現

場にかかわっているメンバーが多い。こうしたネ

ットワークを生かし、学習方略の利用を促す実践

的研究を数多く行った。先述した深谷ら（印刷中;

業績１）の実践はまさにそうした例である。この

他に、実践に関する書籍の出版（例、市川、2012、

2013a, 2013b, 2014；業績、37, 39-41）、

実践を紹介した章の分担執筆（例、瀬尾、2012; 

植阪、2012、2013; 業績52, 55, 56）、学術

雑誌への投稿など多数の業績がある（例、深谷・

小山、2013；深谷・植阪ら、印刷中; 業績１, 10）。 

 また、毎年３月には、研究成果を発信するシン

ポジウムを開催しており、現場の教員を多数参加

している。また、ここでの内容は、報告書にまと

め、東京大学機関レポジリで公開している。 
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